
北海道立近代美術館

資料１－１
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○ 美術品取得基金の活用 → ３点購入予定（ガラス工芸３点）

○ 収蔵作品の保守・整備 → 野外彫刻２点（新宮晋《風の対話》《光のリズムⅡ》のメンテナンス）

○ 作品の額の裏板などを保存に適した素材に変更 → 本年度末に実施予定
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A 優れた作品の収集と適切な保管

B 多彩で特色ある展示活動の充実

※ 展覧会の内容については別途説明（６P）

○「ウィズ・キッズ ’24」の一環として、子どもを対象とした事業を実施
→「なぜこのかたちなの？」でハンズオン鑑賞２回、「さいきょうのざいりょう」でキッズツアー２回

○ スマートフォンアプリ「ポケット学芸員」を活用した音声ガイドの充実
→近美・三岸・知事公館エリアの野外彫刻など８点の解説を作成し「ポケット学芸員」に追加

○ 展覧会に関連した外部講師による講演会等の実施
→「琳派×アニメ」「高山寺展」「皇室の秘宝」「星の瞬間」で９回

○ HP及びSNSを通じて、展覧会や関連事業の情報を発信
→HPアクセス615,902件（4/1～1/21）、SNSの投稿数：320件

C 学習の場と情報提供の充実

資料２－１１－(1) 令和6年度事業の実施状況について （近代美術館）
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＜野外彫刻のメンテナンス＞

新宮晋
《風の対話》
メンテナンス

新宮晋
《光のリズムⅡ》
メンテナンス

高山寺展講演会 講師：石塚晴通氏
（高山寺責任役員、高山寺典籍文書綜合調査団代表）

「さいきょうのざいりょう」展
キッズツアー（12/01実施）

＜講演会等＞
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D 活動の基礎となる調査・研究の推進

○ 特別展、自主企画展等に関連した調査・研究

○ コレクション研究 → 研究紀要の発行、「星の瞬間」展・「この1点を見てほしい。」の実施

○ 最新の展示環境に関する情報の収集及び展示のノウハウの研究 → 照明機器購入予定

E 多様な主体との連携・協力による地域の活力向上

○ 北海道美術館協力会、美術館ボランティアと連携した教育普及事業の実施

○ 小中高等学校等と美術館をオンラインで結ぶ「オンライン・

アート教室」の実施 → 豊富町立豊富中学校ほか7校を対象に実施

○「アートギャラリー北海道」事業として苫小牧市美術博物館

所蔵品展の実施

○ 札幌市内の画廊及び現代美術作家と連携した「星の瞬間」展の開催

F 安全で快適な滞在環境の提供

○ 施設・設備の点検実施、計画的な補修工事の実施

→ 道教委技術職員による定期点検、常設展示室空調設備修繕工事（R7.3月実施予定）

オンラインアート教室
（豊富中学校）
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○ 来館者アンケート回収率向上のための取組の実施

→ 用紙レイアウトの見直し

→ アンケートの設置場所及び表示の工夫

→ 芸術週間（R6.11.1～7）に受付でお声かけ（提出者に粗品進呈）

＜コラボ② 限定メニュー＞

＜コラボ① 割引＞

＜アンケート表示（展示室Ｂ出口横）＞
Ｒ４ Ｒ６（R6.12.31現在）

紙 WEB 合計 観覧者数 回収率 紙 WEB 合計 観覧者数 回収率

1,869 55 1,924 419,527 0.5% 1,752 332 2,084 182,524 1.1%

＜アンケート回収件数等＞

※開館日数が同程度であるR4実績との比較

○ カフェスペース新規出店者との協働した取組の実施

→ R6.7.9にカフェがオープン

→ R7.1.5からの特別展で出店者との協働した取組を展開

＜Marley 近代美術館店＞
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令和６年度展覧会事業

近コレ5期
(R7年度 近コレ１期）

３月29日(土)～7月6日(日)

リーヴル・ダルティスト
―芸術になった本

ルオー、ダヴィッド、マティス、
シャガール

ウィズ・キッズ’25

めでたいな！
幸せねがう日本の絵

パリのかほり
アール・デコのガラス

新収蔵品展

３月29日(土)
～2026年4月12日(日)

青木美歌
《未生命の遊槽》

近コレ4期

B 多彩で特色ある展示活動の充実

伊藤隆介《風景考》2024年作家蔵

小川原脩《男と白鳥》1939年当館蔵
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【展覧会の実施状況】

〈近美コレクション（常設展）〉

〈特別展〉

展 覧 会 名 開 催 期 間 日数

実 施 状 況

観覧者数
一日当た

り
観覧者数

第Ⅰ期
越境者パスキン／現代ガラスのオノマトペ／片岡球子「面構」シリーズ
／この１点を見てほしい。／新収蔵品展

令和6年 3月23日（土）～ 6月16日（日） 62 7,752 125

第Ⅱ期

浮世絵のヒロインたち／岩橋英遠《道産子追憶之巻》／ウィズ・キッ
ズ‘24  なぜこのかたちなの？／港の今昔 苫小牧市美術博物館コレク
ションから

令和6年 7月 9日（火）～ 9月26日（木） 60 24,815 413

第Ⅲ期
ウィズ・キッズ‘24 さいきょうのざいりょう／岩田藤七の軌跡／この
１点を見てほしい。

令和6年10月12日（土）～12月 8日（日） 51 6,725 131

第Ⅳ期
リーヴル・ダルティストー芸術になった本 ルオー、ダヴィッド、マ
ティス、シャガール

令和7年 3月29日（土）～ 7月 6日（日） 2

計 175

展 覧 会 名 開 催 期 間 日数
実 施 状 況

観覧者数
一日当たり
観覧者数

「琳派×アニメ展」（貸館） 令和6年 4月20日（土）～ 6月 2日（日） 38 20,781 546

京都 高山寺展ー明恵上人と文化財の伝承（実行委員会） 令和6年 7月 9日（火）～ 9月 1日（日） 48 82,981 1,728

皇居三の丸尚蔵館展（実行委員会） 令和6年 9月21日（土）～10月27日（日） 32 36,872 1,152

北海道書道連盟創立70周年記念展（貸館） 令和6年12月 5日（木）～12月15日（日） 10 2,598 259

星の瞬間 アーティストとミュージアムが読み直す、Hokkaido（道単） 令和7年 1月 5日（日）～ 3月16日（日） 61

計 189

（令和6年12月31日現在）

（令和6年12月31日現在）
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１－(2) 令和７年度事業実施計画（予定） （近代美術館）

① 令和７年度 道立近代美術館事業費予算

資料１－２
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○ 美術品取得基金の活用の取組
○ 経年劣化した額装の更新など、収蔵作品の保全と環境の整備
○ 野外彫刻の定期的なメンテナンス

A 優れた作品の収集と保管

B 多彩で特色ある展示活動の充実

○ 「目指す姿」実現に向けた展示の実施（ウィズ・キッズ’25、おはなし美術 ）
※ 展覧会の内容については別途説明（１１P)

○ 北海道リモート・ミュージアム（学芸員による展覧解説動画）の制作と配信
(YouTube)

○ 学芸員によるミュージアム・トークの実施
○ アート・レファレンス・サービス（ARS）、ビデオ・ライブラリー、図書コーナー
○ ワークシート（設問式解説書）の整備
○ 夏休み期間中の子どもや家族を対象とした多彩な自主事業を実施
○ 北海道美術館協力会ボランティアによるギャラリー・ツアーの実施

C 学習の場と情報提供の充実

② 令和７年度の主な取組
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E 多様な主体との連携・協力による地域の活力向上

○ 北海道美術館協力会との連携・協力（美術講座、ジュニア・アートクラブなどへの
協力およびボランティア活動への支援・助言）

○ 「オンライン・アート教室」（７～２月/7校程度）など、館外事業の実施
○ 学校教育との連携・協力（指導者研修、博物館実習、美術体験充実事業（鑑賞学習

支援ツール）などの連携事業実施のほか、自主研修、職場体験学習などの受入れ）
○ 「アートギャラリー北海道」参加館のコレクション紹介や広報の相互協力
○ 三岸美術館・知事公館との連携・協力（音声ガイドなど）
○ 道立図書館との連携・協力（特別展に関連した図書コーナーの設置）

○ コレクション及び今後の展覧会等に関連した調査・研究と地域社会への還元
○ 一般利用者・研究者等が行う調査・研究への支援・協力
○ 「目指す姿」（リサーチ）の実現に向けたコレクションに関わるアーカイブ構築
○ リニューアル基本計画の作成に関わる美術館の設備や展示什器、および導入事例等

の調査研究

D 活動の基礎となる調査・研究の推進

F 安全で良好な滞在環境の提供

○ 施設・設備の点検充実、計画的な補修工事の実施
○ カフェ事業者との協働した取組の検討・実施
○ 来館者アンケートに対する対応の充実
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令和７年度 展覧会事業

B 多彩で特色ある展示活動の充実



資料２
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北海道立三岸好太郎美術館

資料３－１
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３－（１） 令和６年度事業の実施状況（三岸好太郎美術館）

A 優れた作品の収集と適切な保管

○優れたコレクションの形成

→ 三岸好太郎作品14点及び関係資料15点を、三岸家遺族ならびに北海道内外の個人計4名

から受贈し、さらなるコレクションの充実を図った。

○所蔵作品の適切な保管

→ 版画2点並びに水彩・素描1点、計3点について、UVカット低反射アクリル+中性紙ボー
ドで額装し、作品保護の対策を取った。

○コレクションの効果的な活用
→ 堺市中央図書館が所蔵する安西冬衛寄贈資料を調査し、

所蔵品展「モダニストの『蝶』詩人・安西冬衛と好太郎」展

で紹介した。
→ 所蔵品展では、それぞれ「ダブル」「匂ふやうな灰色」という

キーワードによりコレクションを新鮮な角度から鑑賞して

いただく工夫をした。
→ 特別展では、好太郎と同時代の画家が描いた戦前を中心

とする札幌風景を展示し、古き良き時代の札幌の雰囲気を

鑑賞いただいた。

①令和６年度の主な取組の進捗状況

＜特別展リーフレット＞
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B 多彩で特色ある展示活動の充実

○多様なニーズに応える展覧会の開催
→ 展覧会の内容については、別途説明。

○観覧者拡充のための工夫
→ 所蔵品展では、冬衛と好太郎の詩句をカッティング

シートで大きく掲出し、文字を展示の要素として

活かした展示手法を取った。
→ 特別展では、北一条教会、北光教会、北海道医師会

などの市内の所蔵先から魅力的な作品を拝借し、

展覧会の内容の充実を図った。
→ 「みまのめ」展では、作者が所蔵する近作や新作を

展示することにより、北海道の若手作家のフレッシュ

な表現を紹介し、特に高大生層の観覧者増を図った。

○館外における鑑賞機会の提供

→ ミギシ・サテライト(北菓楼札幌本館)令和６年３月14日～令和7年3月13日 において4
点の作品（《北大のポプラ並木》O-51、《水盤のある風景》O-52、《貝殻と蝶》O-

81、《風景》R-33）を順次展示。

→ 国立アイヌ博物館「ミナ ミナ 『おばけのマールとすてきなことば』」展(3/16～
5/12）に《赤い肩かけの婦人像》O-16《猫》O-39を貸出。

＜＃みまのめVOL.10＞
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C 学習の場と情報提供の充実

○教育普及事業の充実
→ 学芸員によるギャラリー・トーク。
→ ボランティア解説員による展示解説。
→  ＃みまのめVOL.10出品作家によるアーティスト・トーク
→ 美術講演会等の実施。
→ 夏休み・冬休み時期中子ども向けプログラム

「たんけん美術館」や人形劇の実施。
→ 開館記念日、道みんの日、カルチャーナイトなど無料開放

の機会にあわせた多彩なプログラムの実施。
→ 所蔵品展関連事業として詩の朗読会を実施。
→ マール記念日読み聞かせ付きコンサートの実施。
→ ミニ・リサイタルやミュージアムコンサートの音楽イベント

の実施。
→ 特別展関連事業として街歩きツアーを実施。
→ シモモトヒデノリ氏協力による折り紙建築の セルフワーク

ショップを実施。

○情報提供の充実
→ 新規にInstagramを開設し、X（旧Twitter）と併せてSNSを活用して展覧会情報や各種

イベント情報、美術館情報などについて高頻度で発信した。
→ 展示室内図書コーナーにおいて、好太郎の画集、書籍、図録、紀要、年報、美術館報、

その他関連図書･文献資料などを閲覧に供したほか、三岸アトリエやミギシサテライト
の解説文を設置するなどの情報提供を行った。

→ ホームページにおいて展覧会情報や各種イベント情報について情報発信を行った。
→ 外部リンク（文化遺産オンライン等）で主要作品の解説を含んだ作品情報を提供した。
→ リモートミュージアムを制作し、YouTube上で多くの方に試聴いただいた。

＜ミニ・リサイタル＞

＜街歩きツアー＞
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D 活動の基礎となる調査・研究の推進

○調査･研究の推進

→ 特別展「わがこころの街 好太郎と画家たちの札幌」展企画のために、札幌市内の教会

等が所蔵する戦前の札幌の風景画や、好太郎の風景画を調査して拝借し、同展の内容の

充実を図った。

→ 三岸好太郎の作品ではないかという情報提供（3件）に対し、聞き取りを行い、作品情

報の充実に資した。

→ 東京文化財研究所のデータベースをテーマとする研究会に発表者として参加し、今後、

三岸好太郎のアーカイブ機能の強化について、有益な知見を得た。

→ 1985(昭和60)年に40年ぶりに版を改めて三岸好太郎美術館後援会から

『三岸好太郎名品集』を刊行するにあたり、学芸員が

内容の監修ならびに編集に携わり、約80点の掲載作品

すべてに作品解説を付し、調査研究の成果を広く共有

することが出来た。

＜三岸好太郎 名品集＞
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E 多様な主体との連携･協力による地域の活力向上

○多様な機関との連携･協力

→ 北海道美術館協力会と連携･協力し、ボランティア解説員による展示解説や協力会主催

研修会への講師派遣を実施。
→ 北菓楼札幌本館及び三岸好太郎美術館後援会と連携し、来館者にスイーツ交換券を配

布。これにより、美術館から北菓楼札幌本館への人の流れを創出するとともに、ミギ

シサテライトの認知度を高めた。
→  ＃みまのめVOL.10を開催し、北海道ゆかりの若手作家の表現活動を紹介した｡また、10

回目の開催を記念して、過去の出品作家を紹介するアーティスト・ファイルを作成し

た。

○学校等の教育機関との連携･支援

→ 千歳高等支援学校の生徒が参加し、当館学芸員が講師として、教室と美術館をオンライ
ンでつないだ鑑賞授業「オンラインアート教室」を実施した。

→ 学校教育で活用できるプログラムを紹介するため、近隣の幼、小、中、高校や高文連主

催のイベント会場等を直接訪問したほか、連携実績のある高校へ電話等により授業への
活用案内を行った。

→ 「博物館実習」及び「指導者研修」プログラムにおいて実習生、研修生を受け入れた。

→ 学校の団体観覧において当館学芸員の解説・ギャラリーツアー等を実施した。
→ 札幌市立北九条小学校及び市立札幌大通高等学校の児童・生徒を対象に出前授業を実施。
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F 安全で快適な滞在環境の提供

○施設の適切な維持管理
→ 定期検査、巡回等で施設設備の機能や安全性を

点検･確認し、施設の不具合や検査等で指摘のあった
事項に対し、関係部署と連携し速やかに対応を行った。

→ R6は、展示室壁面に水染みができたが、館職員、設備
運転保守管理業者や工事業者と連携を図り、適切に
対応した。

○施設の快適性の向上
→ 受付・監視等委託業者による丁寧な接客対応を実施した。
→ 館職員、警備、受付・監視、設備運転管理保の各委託業者、

カフェ・売店事業者がそれぞれ連携を図り､良好な滞在空間
の維持・提供に努めた。

＜第3展示室 水染みの一部＞

＜カフェ きねずみ＞
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②令和６年度展覧会事業
2024 2025

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

休館日 1～4,8,15,

19～26,30

7,13,20,27 3,10,17,24 1,5～12,16,

22,29

5,13,19,26 2,9,17,24,

26～30

1～4,7,15,

21,28

11,18,25 2,4～13,16,

23,29～31

1～3,6,14,

20,27

3,10,17,

25～28

3,10,17,24,

28～31

　

連携展示

普及事業・関連事業

（音楽事業）

＊図書コーナー／通年　2F　三岸好太郎に関する画集・図録・文献や、美術図書等を閲覧できます。

□アニヴァーサリー／7月2日は開館記念日（観覧無料+イベント）　＊４月18日は三岸好太郎誕生日（節子命日）

■カルチャーナイト／7月19日（金）　 ■芸術週間／11月1日（金）～7日（木）　

展覧会

12～2月 AGH事業 「#みまのめ」

アーティスト・トーク

12月中旬～2月下旬｢たんけん美術館｣

3～6月 北菓楼札幌本館における展示

ミギシ・サテライト

6～9月

ミギシ・サテライト

9～12月

ミギシ・サテライト

12～3月

ミギシ・サテライト

11月3日
（祝・日）
講演会

12月21日(土)「マ～ル記念

日」読み聞かせコンサート

（通年）＊ 所蔵品展展示解説 ／火～土 午後1～3時（祝日を除く） 解説：北海道美術館協力会解説部ボランティア

（随時）＊ 学芸員トーク／映像機器等利用のミニ講話（展示室内）。展示のみどころやエピソードなどを学芸員が語ります。1か月に1回程度。

（随時）＊ 館外講座／学校等の要望に応じて、学芸員が館外に出向いて講座を実施。

7月下旬～8月中旬
「たんけん美術館」

所蔵品展 第１期

（12日間）

4月5日(金)～

18日(木）

恋する画家の

陶酔ざんまい

※R5年度より継続

所蔵品展 第２期（59日間）

４月27 日(土)～7月4日(木)

モダニストの「蝶」

詩人・安西冬衛と好太郎
蝶をモティーフとする清新な短詩で、モダニ

ズム詩の旗手となった安西冬衛（1898‐65）。

「蝶と貝殻」の連作で白日夢的イメージの世

界を切り開いた三岸好太郎。「蝶」をキーワー

ドに、詩人と画家の感性の響きあいをご覧く

ださい。

■同時開催

好太郎が描く男たち

所蔵品展 第３期（64日間）

7月13日(土)～9月25日(水)

ダブル・ファンタジー

ふたつのものがであうとき
「ダブル」という言葉をキーワードに、モティーフ、

構図、色彩といった造形要素に注目しながら、ふ

たつのものを組み合わせることでうみだされる、好

太郎の絵画世界の魅力をひもときます。

■同時開催

好太郎とマリオネット

特別展（52日間）

10月5日(土)～12月3日(火)

わがこころの街

－好太郎と画家たちの札幌
好太郎がふるさと・札幌で描いた詩情あふれ

る風景画を中心に、同時代の画家が描いた

古き良き時代の札幌風景を紹介します。大正

から昭和にかけての、ノスタルジックな札幌の

イメージをご堪能ください。

所蔵品展 第４期（年度内81日間+次年度13日間）

12月14日(土)～4月18日（金）

「匂ふやうな灰色」

－好太郎・乳白色の世界へ
好太郎の妻で画家の三岸節子は、好太郎の魅惑的な乳白色の色彩を

「匂ふやうな灰色」と呼びました。好太郎がこの独自の色彩の世界に至

るまでの道程を、初期から晩年までの代表作によって跡付けます。

■併催 AGH事業

12月14日(土)～2月24日(月振)（58日間）

mima-no-me＃みまのめ〈VOL. 10〉
北海道ゆかりの若い美術家を紹介するシリーズ企画10回目。

5月18日(土)
ミニ・リサイ
タル（教育
大）

10月12日(土)
ミニ・リサイ
タル（大谷
大）

8月10日(土)
人形劇（大
谷短大）

11月2日(土)
ミニ・リサ

イタル（過年
度公募者）

7月19日(金)
ミニ・リサイ
タル(過年度公
募者)

6月8日(土)
詩の朗読会

6月29日（土)
「日本の詩を
歌う」

10月19日
（土）街歩き
ツアー
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【展覧会の実施状況】
(1) 所蔵品展

人数計 １日当たり

第1期
恋する画家の陶酔ざんまい

※R5年度より継続

多くの女性への陶酔を始め、触れあったさまざまなものに魅せられ、惚れ込み、恋す
るほどの情熱を燃やして生まれた秀作の数々をたどる。

4/5[金]～4/18[木] 12日 422人 35人

第2期

モダニストの「蝶」
詩人・安西冬衛と好太郎

■同時開催
好太郎が描く男たち

蝶をモティーフとする清新な短詩で、モダニズム詩の旗手となった安西冬衛（1898‐
65）。「蝶と貝殻」の連作で白日夢的イメージの世界を切り開いた三岸好太郎。「蝶」を
キーワードに、詩人と画家の感性の響きあいを紹介する。

■多彩な女性像で知られる三岸好太郎が描く奥深い味わいの男性像を紹介する。
4/27[土]～7/4[木] 59日 2,789人 47人

第3期

ダブル・ファンタジー
ふたつのものがであうとき

■同時開催
好太郎とマリオネット

「ダブル」という言葉をキーワードに、モティーフ、構図、色彩といった造形要素に注目
しながら、ふたつのものを組み合わせることでうみだされる、好太郎の絵画世界の魅
力をひもとく。

■手のひらに収まるような小さな操り人形をモティーフに、奇怪なイメージが生み出さ
れた《マリオネット》。好太郎と人形劇のかかわりやその周辺の人間群像などの背景
も紹介する。

7/13[土]～9/25[水] 64日 3,536人 55人

第４期

「匂ふやうな灰色」
　－好太郎・乳白色の世界へ

■アートギャラリー北海道
mima-no-me
＃みまのめ〈VOL. 10〉

好太郎の妻で画家の三岸節子は、好太郎の魅惑的な乳白色の色彩を「匂ふやうな
灰色」と呼んだ。好太郎がこの独自の色彩の世界に至るまでの道程を、初期から晩
年までの代表作によって跡付ける。

■北海道ゆかりの若い作家を紹介するシリーズ企画10回目。10代から30代の作家4
名（清水芹春、秋元さなえ、川村正寿、佐藤寧音）の作品展示とアーティスト・トーク。

12/14[土]～2025.3/27[木]
（翌年度に継続～4/18[金]）
（＃みまのめ〈VOL. 10〉は～
2025.2/24［月振］）

81日 (428人) 5人

216日 7,175人
（12/31現在）

(2) 特別展

人数計 １日当たり

 

好太郎がふるさと・札幌で描いた詩情あふれる風景画を中心に、同時代の画家が描
いた、大正から昭和にかけてのノスタルジックな札幌のイメージを堪能できる、古き
良き時代の札幌風景を紹介する。

10/5[土]～12/3[火] 52日 2,464 47人

52日 2,464人

わがこころの街
　－好太郎と画家たちの札幌

計

計

展覧会名 内容 開催期間 日数
観覧者数

展覧会名 内容 開催期間 日数
観覧者数

（13日） （33人）
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【観覧者数の推移】

項目 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和３年度観覧者数 （人） 247 0 340 2,233 3,427 732 1,637 1,647 233 424 237 643 11,800

令和４年度観覧者数 （人） 282 805 840 725 1,109 861 917 1,139 342 569 660 972 9,221

令和５年度観覧者数 （人） 470 1,256 1,054 1,712 1,772 1,221 739 896 634 719 774 754 12,001

令和６年度観覧者数 （人） 572 1,220 1,176 1,601 1,201 977 1,071 1,189 632 9,639



11

３－（２） 令和7年度事業実施計画（予定）（三岸好太郎美術館）

①令和７年度 三岸好太郎美術館事業予算

資料３－２

単位：千円

区分

令和６年度

予算額

(a)

令和７年度

予算額

(b)

比較

(b-a)

摘要 区分

令和６年度

予算額

(a)

令和７年度

予算額

(b)

比較

(b-a)

摘要

常設展観覧料

収入
1,473 1,766 293 常設展事業費 1,948 3,477 1,529 常設展に係る経費

特別展（道

単）観覧料収

入

1,038 995 -43
特別展（道

単）事業費
1,817 3,181 1,364

特別展（道単独開催）に係

る経費

芸術文化振興

基金等収入
0 1,770 1,770

教育普及・調

査研究資料収

集費

304 300 -4

美術館事業の理解と関心を

高める教育普及活動のほか

調査研究・資料収集等に要

する経費

親子ふれあい

芸術体験事業
173 172 -1

親子ふれあい芸術体験事業

の実施に要する経費

一般財源 2,897 3,749 852 その他 1,166 1,150 -16 広報経費等

計 5,408 8,280 2,872 5,408 8,280 2,872

歳入予算 歳出予算
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A 優れた作品の収集と適切な保管
・美術館にふさわしい作品の収集活動の成果と課題を踏まえ、第四期北海道立美術館等作品

収蔵計画に基づいた三岸好太郎の作品や資料の収集。
・展示・保存環境を適切な状態に保持。
・作品の状態・保管状況を適宜点検のうえ、必要に応じて修復や保管状況を改善。
・調査研究の進展を踏まえつつ、各テーマに即して多彩多様な作品展示となるよう工夫のう

え、保存面にも配慮し効果的に活用。

②令和７年度の主な取組

B 多彩で特色ある展示活動の充実
・展覧会の内容については、別途説明。
・各企画テーマに沿った展示方法や解説パネル等の工夫に取り組み、作品の魅力をさらに

引き出して理解と観覧の質を高める。
・コレクション以外の三岸作品や他作家の作品などの展示（特別展、みまのめ等）により、

観覧者層の幅を広げ、美術館への注目度を高める。
・ミギシ・サテライトでの三岸作品の展示のほか、道内外の美術館等からの貸出希望への

対応等により、三岸好太郎の魅力を館外に広く紹介して親しみを増すことに取り組む。

C 学習の場と情報提供の充実
・ミニ・リサイタルや音楽会、アート・トーク、街歩きツアーなど展覧会の内容に関連し

たイベントの実施。
・夏休み・冬休み期間に子ども向けプログラム「たんけん美術館」の実施。
・学芸員によるトークや解説活動、ボランティアと連携した解説の実施。
・「＃みまのめ」展での出品作家によるトークの実施。
・ホームページやSNSによる頻度の高い情報発信と、外部との連携による広報活動。
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D 活動の基礎となる調査・研究の推進
・令和６年度以降の展覧会関連テーマや他館所蔵作品、北海道の若い芸術家たちの活動等に

ついての調査・研究。

・三岸好太郎や作品に関する資料（二次資料）や多様な情報の調査・収集・蓄積・保管・整

理を進め、三岸好太郎の研究・鑑賞・学習等のセンター的・アーカイブ的な機能の充実、
一般利用者・研究者等が行う調査・研究の支援･協力。

E 多様な主体との連携･協力による地域の活力向上
・北海道美術館協力会や美術館ボランティアの活動への協力。
・北菓楼札幌本館での「ミギシ・サテライト」や後援会、地域の様々な団体等と連携・協力

した事業の実施。

・「アートギャラリー北海道事業」の一環＃みまのめ展による若手作家の表現活動の紹介。

F 安全で快適な滞在環境の提供
・施設の安全性確保のため、定期点検や老朽化した設備修繕･更新などの必要な措置。
・館職員、受付･監視業者、カフェ･ショップ事業者の連携による良好な滞在環境の提供。
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③令和７年度展覧会・教育普及活動事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　

連携展示

普及事業

音楽イベント

（音楽のある美術

館）

＊図書コーナー／通年　2F　三岸好太郎に関する画集・図録・文献や、美術図書等を閲覧できます。

＊所蔵品展示解説／火～土　午後1～3時（祝日および休館日を除く）　解説：北海道美術館協力会ボランティア

＊学芸員によるギャラリー・トーク／映像機器等利用のミニ講話（展示室内　月1回程度[日曜など] ）　講話：当館学芸員

□アニヴァーサリー／7月1日は開館記念日（観覧無料） 4月18日は三岸誕生日

展覧会

所蔵品展 第２期（47日間）

４月25 日(金)～6月18日(水)

アーモンドの瞳の女

－美神たちのまなざし

1～5室

同時開催：

好太郎のデザイン・ワーク

6～7室

特別展 第３期（70日間）

9月6日(土)～11月24日(月振)

線が、息づく。

好太郎の線、鈴木ヒラクのドローイング

1～7室

＊芸術文化振興基金助成対象展

＊芸術週間中の観覧料

～団体観覧料

7月～8月

「たんけん美術館」

AGH事業「#みまのめ」
・アーティスト・トーク

所蔵品展 第４期（年度内87日間）

12月6日(土)～4月19日（日）

＊一部展示替2/24～2/27 ＊年度末休館3/27～3/31

ふたりの「悪童」－美術史家・外山卯三郎と好太郎

Ⅰ期：１～3室 Ⅱ期：1～7室

■同時開催：AGH事業 12月6日(土)～2月23日(月振)

＃みまのめ〈VOL. 11〉（64日間）4～7室

所蔵品展 第１期

（13日間）

4月4日(金)～

18日(金）

「匂ふやうな灰色」

－好太郎・乳白色の

世界へ

※R6年度より継続

・ボランティア展示解説

（平日１３－１５時）

・学芸員による

ギャラリー・トーク

（月1回程度）

所蔵品展 第3期（53日間）

6月28日(土)～8月28日(木)

所蔵品展プレミアム

三岸節子生誕120年 永遠のオ

マージュ 好太郎と節子

1～7室

＊三菱UFJ助成対象展

3～6月 北菓楼札幌本館における展示

ミギシ・サテライト

6～9月

ミギシ・サテライト

9～12月

ミギシ・サテライト

12～3月

ミギシ・サテライト

3月

～

芸術週間
(11/1～7）

7月

1日

開館記

念日

7月

17日

道みん

の日

7月25日 ミニ・

リサイタル（公

募決定済み）

1部30分

10月11日

ミニ・リサ

イタル（大

谷大）

2部1時間

7月

25日

カル

チャー

ナイト

マール記念日

(12/20)

12月20日

マール記念日

コンサート

30分

街歩き

ツアー

(9/27)

「好太郎の
札幌を歩く

－北大界

隈」

12月～2月

「たんけん美術館」

8月9日

ミニ・リサイ

タル（教育

大）

2部1時間

11月1日

芸術週間

ミニ・リサイタ

ル
（公募

決定済み）
1部30分

9月 鈴木ヒラク氏

ワークショップ＆トー

ク・セッション(9/5,6)

アート・

トーク
三岸太郎さ

ん、三岸龍

生さん
(6/28)


